北海道・東北ブロック、四国ブロック社協社協　能登半島地震社協支援チーム
１６クール日報（３月２５日～３０日）
	報告日
天気
	３月２９日（金）
雨のち晴れ
気温　最高　14.3度
（最低　10度）
	報告者
	北海道＠福本、大石、小松、博田
秋田県＠佐藤、根田
愛媛県＠宮崎、伊藤
香川県＠工代、松端
宮城県＠佐藤（寛）、伊藤
青森県＠佐藤（菜）、向井
岩手県＠高山、畠山
高知県＠仙頭、丁野
徳島県＠池上、香西
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　　宿舎出発
7:40　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:10　　Ｖ受付・オリエンテーション（随時）
9:00　　調査班発
9:30　　V出発（随時）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、午後のマッチング調整）
14:00　　マッチング班（活動報告対応、翌日準備）
17:00　　ミーティング 　翌日の会場準備（ボラ椅子設置等）
18:00　　業務終了　移動（宿舎まで）
19:30　　宿泊地に到着

	報告事項
（志賀町災害ボラセンミーティング報告書）
	別紙参照

	今後の主な予定
	

	調整課題・所感等
	


	その他
	

















別　紙

志賀町災害ボラセン ミーティング議事録(3月29日)

○日時：令和6年3月29日（金）16:55～17:10
○参加人数：30人

１）本日の件数（ホワイトボード）
V受付実績
①	ボランティア活動者：103人　　個人ボラ45人　団体ボラ6組54人 　地元ボラ4名
②	活動件数：28件／のべ活動者数185人【累計1,498件（完了件数837件）】
→完了0件、継続28件
③	現地調査：10件（のべ703件）、現地調査待ち86件、マッチング待ち97件、
残ニーズ：183件
④	ニーズ受付：新規14件【累計1,217件】
⑤	技術系NPO：（※3/18現在）受付239件、完了180件（延べ427人）対応中61件

２）全体の共有事項
○受付・ニーズ
・前日に発生したボラ受付時の混乱を踏まえ、受付レイアウトを変更し対応した。県ボラ以外で確認できているボラ名簿も提供してもらえたことから、大きな混乱なく対応できた。
○現地調査
・４月からローラー訪問実施予定。民生委員と職員の2人一組で対象世帯と訪問するが、ブロック派遣社協職員にも対応を依頼する可能性あり。
・3月30日に大工さんに同行いただき、ボラ依頼があった案件のうち、半壊（黄色紙）以上の建物への立ち入り可能か確認を行う。
・半壊以上の建物への立ち入りを判断する県について、県からも専門家（建築士等）の派遣を依頼できる可能性あり。対応いただける専門家が増えたら2チーム体制で確認作業を行う。
○マッチング
・ボラセンが依頼した対応完了後、ボランティアが独自に対応した案件（前日に対応した世帯をボランティアが独断で訪問し、ボラセンを通さずに活動を行った）一件あり。オリエンテーションの中で、ボラセンから依頼したニーズのみ行っていただくよう説明する。
○資機材・車両
・活動先で回収したゴミ（段ボール、木くず等）をボラセンに持ち帰ってくるケースが多々見られる。
○総務
・3月30日15時～17時頃に感熱紙プリンターの納品あり。納品時に現地社協職員のサイン（印鑑）が必要になるため、立ち合いを依頼。
○その他
・ニーズ受付後、技術系案件と判断された現地調査を行うまでの流れを確認したい。
　→・半壊（黄色紙）以上の建物については、大工さん（専門家）に建物内への立ち入り可能か確認を行った上で、立ち入り可能と判断された場合に現地調査を行う流れとする話あり。トヨタ自動車が作成した引継資料に活動までの流れのチャート図があるが、先にでた話を相違があるためチャート図の修正を図る。
・技術系案件の対応の流れについて志賀町社協小林さんにて、RAT佐々木さんに確認する。
・水曜日に開催されたコア会議の内容をボラセン職員間で共有するため、会議録を全員と共有する（志賀町社協小林さん対応）。

北海道・東北　福本、大石、小松、博田、佐藤、根田、佐藤（寛）、伊藤、佐藤（菜）、向井、高山、畠山
四国ブロック　宮崎、伊藤、工代、松端、仙頭、丁野、池上、香西
（記録）北海道・東北ブロック社協・髙山
